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【現状と課題】
◆求められる住教育
の充実
技術家庭科における
「衣食住」の学習項
目のうち、住生活に
関する学習が不十分
【解決の方向性】
・住生活全体を学習
環境として子どもの
考える力や生きる力
を育む住教育の実施

現行学習指導要領（副読本は新学習指導要領に対応）

小学校
家庭科

(2) 快適な住まい方について，次の事項を指
導する。
ア住まい方に関心をもって，整理・整頓や清
掃の仕方が分かり工夫できること。
イ季節の変化に合わせた生活の大切さが分か
り，快適な住まい方を工夫できること。

中学校技
術家庭科
家庭分野

(2) 住居の機能と住まい方について，次の事
項を指導する。
ア家族の住空間について考え，住居の基本的
な機能について知ること。
イ家族の安全を考えた室内環境の整え方を知
り，快適な住まい方を工夫できること。

高等学校
家庭基礎

ウ住居と住環境
住居の機能，住居と地域社会とのかかわりな
どに必要な基礎的・基本的な知識と技術を習
得させ，安全で環境に配慮した住生活を営む
ことができるようにする。



物件探しを通して平面図を読み
取り自分の生活を描いてみよう。
（自分の住要求に気付く）

• 一人暮らし（学生・社会人）
をする設定をし、物件選びを
する

• 選んだ理由をシェアそして宅
地建物取引協会からのアドバ
イス

ライフステージごとに変化する
住要求に気付き、住まい方につ
いて考える

住む人の暮らしを大切にした
建築士のお話

年齢に応じた住要求（２０
代・６０代）

生徒の考えをシェアそして建
築士からのアドバイス
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青森県の住教育～教育現場の視点から～ 住生活出前授業の試行
生徒の反応

写真：専門家活用授業（左：宅地建物取引協会 右：建築士）
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生徒の反応

・収入・交通手段など自分の生活を
考えて物件を選ぶことが大切だと気
付き、自分で選ぶ時役立てたいです。

・子供が生まれてから晩年期まで5つのステージ
で捉えることができることを知りました。家族な
どの状況に応じた住まいがあると分かって、自分
がそうなったとき、見通しを立てて、住みやすさ
を追究したいです
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図：ガイダンス（４月実施）中学校までに、学習した内容や自分でできること

住生活出前授業の試行
取り組みの成果
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図：ガイダンス（４月実施）高等学校の学習で身に付けたいこと

住生活出前授業の試行
取り組みの成果

interest
住生活に関する
内容６％



青年期の生活
3%

保育環境
14%

壮年期の食事
13%

幼児の食生活
17%衣服管理

5%

物件選びの授業
24%

建築士による住まいの授業
16%

グループでの話し合い
8%
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図：振り返り（１２月実施）高等学校の学習で生活に役立つこと、将来役に立つこと

住生活出前授業の試行
取り組みの成果
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写真：総合的な学習の時間【進路探究】（１１～１月実施）

住教育に関する
内容２／13系列
12／241名

住生活出前授業の試行
取り組みの成果

◆課題解決学習
（冬季休業中）
ホームプロジェクト
自宅の整理整頓・模
様替え２５％

after
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副読本の活用促進

外部講師リストの拡充
関係機関との継続連携

今後に向けて

・打合せ計画
・地域生活に応じた改善
・学習指導要領に応じた改善
・


